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放射性廃棄物地層処分の安全性を確保するために、地下水中の地球化学特性の変動や将来予測が必要となる。核種移
行に大きな影響を与える地球化学因子のひとつである酸化還元状態は、岩石－微生物－水の相互作用、特に地下微生物
代謝活動により支配・形成されている。そのため地球化学特性の変動や将来予測をおこなうために、現在の地球化学環
境の解明と進行しているプロセスの解明をおこなう必要がある。そこで本研究では、スイス、グリムゼル地下試験場に
おける試錐孔 JPG09.002、LCS08.002、BOADUS、US85.02.i1および VE88.003.i1より地下水試を採取し、地球化学・微
生物特性のキャラクタリゼーションを行った。本発表では、淡水系花崗岩地下水を胚胎するグリムゼル地下試験場にお
ける生物地球化学特性の一般性と固有性について議論する。

本研究は原子力安全・保安院「平成 22年度地層処分に係る地質評価手法等の整備」として実施した。


